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道路事業 再評価

一般国道１３号 院内道路

平成２６年１０月３１日
国土交通省 東北地方整備局
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院内道路

１．事業の目的と概要（１） 社会情勢の変化等
（再評価実施後１年経過）

起終点 ：自：秋田県湯沢市上院内
至：秋田県湯沢市下院内

延長(開通済) ：３.０ｋｍ
幅員 ：１２.０ｍ
道路規格 ：第１種３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成１５年度
用地着手 ：平成１９年度
工事着手 ：平成１９年度

かみいんない

位置図○事業目的

○計画概要

・院内道路は、東北中央自動車道の一部を形成する自動車
専用道路
・災害時や冬期間における緊急輸送道路の信頼性向上
・地域産業の活性化を支える物流ネットワークの強化

標準横断図
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全体事業費
(うち用地費)

執行済み額
(うち用地費)

全体進捗率
(用地費)

H25事業
再評価時
(用地費)

完成 １２８億円
( ４億円)

１０５億円
( ４億円)

８２％
(１００％)

１１７億円
( ４億円)

至 新庄

至 横手

3,275台/日（H22）

4,551台/日（H22）

H19.8
湯沢横手道路
暫定2車線
開通

50,849人（H22）

至 大崎

至 由利本荘

湯沢市
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平成28年度 開通予定

事業費・進捗率
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霊山
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霊山～
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福島～
米沢
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H29年度
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南陽高畠
～山形上山
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開通予定
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米沢～
米沢北
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山形上山
～東根
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H11年度
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開通
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主寝坂
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院内道路
L=3.0㎞
事業中

H28年度
開通予定
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L=約5㎞
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湯沢横手道路
雄勝こまち～横手
L=27.4㎞

東北中央自動車道 Ｌ＝約２６８㎞

及位～
上院内
L=約9㎞

昭和～
金山

L=約13㎞

泉田
道路
L=8.2㎞

事業中

新庄北
道路
L=4.7㎞

尾花沢
新庄道路
L=18.2㎞

野黒沢～
尾花沢
L=4.0㎞

H26年度
開通予定

村山大石田
～尾花沢
L=5.3㎞

H29年度
開通予定

東根～
村山大石田
L=17.7㎞

事業中

米沢南陽
道路
L=8.8㎞

相馬福島道路
L=45.9㎞

阿武隈東
～阿武隈
L=5.0㎞

H29年度開通予定
東根～尾花沢

L=23.0㎞ 事業中

H18年度
暫定2車
開通
L=6.1㎞

東北中央自動車道の
整備状況(H26.6月現在)
開通済 95㎞(35.4％)
事業中 146㎞(54.5％)
未事業化 27㎞(10.1％)
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H29年度
開通予定

H9年度
暫定2車
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１．事業の目的と概要（２）
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新雄勝川橋（仮称）
L=60m

Ｌ＝３．０ｋｍ
平成２８年度開通予定

院内小沢橋（仮称）L=30m

湯ノ沢高架橋（仮称）L=179m

下院内トンネル（仮称）
L=1,100m

上院内トンネル（仮称）
L=1,585m①

②

上院内トンネル

上院内地内 （横手方面）

国
道
13
号

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線

至 横手

至 新庄

院内道路工事状況

至
横
手

至 新庄
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２．事業の進捗状況

○平成２６年度はトンネル工事、舗装工事、改良工事等を推進する

②下院内トンネル 施工状況

①盛土 施工状況



◆ 秋田・山形県境の国道13号は、過去10年間で7回の通行止めが発生しているが、迂回路がなく緊急輸送道路としての信頼性が低い
◆ 周辺の路線には事前通行規制区間等があるため、約３倍の距離及び時間を要する大幅な広域迂回が必要

道路整備により多重性が確保され、防災機能の向上、信頼性の高いネットワーク構築に期待

３．事業の必要性に関する視点（１）

4 資料：H22道路交通センサス

▼ 県境付近の災害通行止め履歴(過去10年間)
路線 発生年月日 災害 規制時間 場所 備考

13

H16/7/17 大雨 20.6時間 金山町
H16/7/17 大雨 2.1時間 真室川町 写真参照
H22/7/17 大雨 1.5時間 湯沢市 並行現道
H22/9/13 大雨 14.0時間 金山町
H24/4/4 強風 1.9時間 湯沢市
H24/4/4 大雪 3.9時間 湯沢市
H24/12/11 大雪 2.7時間 真室川町

資料：東北地方整備局

資料：秋田魁新報（H22/7/18）

▼ 新庄～湯沢間の災害時の迂回状況

※迂回路は一次緊急輸送道路で設定

湯沢

新庄

秋田県

山形県
宮城県

岩手県

108

１３

４７

事前通行規制区間

津波浸水区間

一次緊急輸送道路

【凡 例】

７

▼写真 大雨による通行止め状況
（H16/7/17)

秋田自動車道

東
北
自
動
車
道

【現況・通常時】
距離：59.6km
時間：62分

【現況・災害時】
距離：225.4km
時間：213分
→通常時の約３倍

４７

１３

107

北上JCT

古川IC

４

横手JCT

１３

112（参考）
迂回損失額：約42.5億円/50年間
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◆ 秋田産「いちご」は、東京卸売市場において夏期の都道府県別取扱量が第２位であり、湯沢雄勝地域は県内約８割のシェアを占める
◆ ケーキ等に用いられる業務用いちごは、輸入が増える夏期において国産品の需要は高く、市場では高値で取引される
◆ いちごの輸送コストは他と比べ２倍以上高く、輸送効率化によるコスト低減や、傷みが少なく鮮度を保った輸送が課題

３．事業の必要性に関する視点（２）

道路整備により安定的な物流が確保され、輸送効率化・商品価値の向上による地域活性化に期待
▼ 東京卸売市場における夏期(6～10月)の

いちごの都道府県別取扱量

資料：東京卸売市場ＨＰ（H25）

【地域の声】
・いちご輸送は、国道13号を通り、山形から高速道路を利用
している。高速道路が整備されれば、時間短縮が図られ、
荷崩れ等の心配も軽減され安心した輸送が可能となる。
［物流事業者］
・少しでも輸送費が下がれば、メリットはある。延着によるトラブ
ル、輸送時間短縮や揺れによるいちごの傷みも軽減されると
思う。 ［生産関連団体］
・道路の整備により、揺れ等による農産物の傷みがなくなり、
品質低下を防止できる。 ［湯沢市農林水産課］

湯沢雄勝
75.4%

本荘由利
5.5%

鹿角
5.1%

秋田
4.3%

大曲仙北
3.9%

能代山本
2.7%

大館北秋田
2.3% 横手平鹿

0.8%

湯沢雄勝地域の
県内シェアは75％

合計
256ｔ

▼ 秋田県におけるいちご出荷量のシェア

資料：作物統計調査（H18）

＜いちご栽培について＞
冷涼な気候条件を生かし、湯沢市秋の
宮地区、羽後町仙道・田代地区を中心
に県内唯一の業務用いちご産地として知
られている。
輸入が増える夏期において国産の夏秋
どりいちごの需要は高く、洋菓子製造者か
らは低価格、高品質、安定供給が求めら
れる。

1,042 

1,244 

1,569 

1,737 

3,946 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

なし

みかん

りんご

メロン

いちご

※輸送距離
：500～750km
（秋田～東京程度）
※輸送手段：保冷トラック

(円)

▼ 100kgあたりの運送料
秋田県

山形県
宮城県

湯沢市秋の宮地区
羽後町仙道地区
羽後町田代地区

１３

関東方面へ

岩手県

▼ 業務用いちごの輸送ルート

資料：雄勝地域振興局資料、
独立行政法人東北農業研究センター資料

写真：秋田県農林政策課
こまちチャンネルHPより



◆ 湯沢雄勝地域では温泉郷をはじめとする観光地が点在し、平成24年にゆざわジオパークが認定されるなど、観光入込客数は増加傾向
◆ 主要観光地間の高速道路ネットワークが未整備のため、一般の観光ツアーへの組み込みには課題あり

３．事業の必要性に関する視点（３）
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湯沢市

羽後町

東成瀬村

真室川町

金山町

新庄市 最上町
鮭川村

舟形町

横手市

酒田市

あきのみや

秋ノ宮温泉郷

道の駅
おがち

道の駅とざわ

おやすきょう

小安峡温泉

にしもない

西馬音内
盆踊り会館

くりこま

ジュネス栗駒
スキー場

もがみ しんじょう

最上公園・新庄城址
川の駅
ヤナ茶屋もがみ

もがみ

最上川舟下り

かわらげ

川原毛地獄

やはぎけ

旧矢作家住宅

まむろ川温泉
梅里苑

あかくら

赤倉温泉

▼ 主な観光地
開通済み
事業中
未事業化

開通済み
事業中
未事業化

ジオパーク範囲

きじやま

木地山高原温泉

ゆのはら

湯ノ原温泉

よこぼり

横堀温泉

おううかなざわ

奥羽金沢温泉

いなにわ

稲庭うどん工場見学

道路整備により観光拠点間の速達性が確保され、観光流動の拡大に期待

【地域の声】
・秋田～山形間は時間がかかるため、時間が制
約となってツアーに組み込むのが難しい。
［観光事業者］

・アクセスの改良により山形新幹線新庄駅を起点
としたツアー商品の造成が期待できる。
［観光関連団体］

1.09 

1.24 

1.00 

0.91 
0.80

1.00

1.20

1.40

H23 H24 H25

全県
湯沢雄勝地域
横手平鹿地域

［秋ノ宮温泉郷］

資料：秋の宮温泉郷ＨＰ
年間3万人(H25)

あきのみや

▼ 観光入込客数の推移（H23を1.00）

資料：秋田県観光統計

［道の駅おがち］

資料：湯沢市
年間40万人(H25)

ゆざわ
ジオパーク

：世界ジオパーク

：日本ジオパーク

かわらげ

［川原毛地獄］
資料：湯沢市

＜ジオパークとは＞
ユネスコが支援する、地形や地層、火山な
どの地質的な特徴を保護するだけでなく、学
習活動やジオツーリズムなど観光を通じて科
学の普及や地域振興につなげるプログラム。
H16：世界ジオパークネットワーク設立
H21：日本ジオパークネットワーク設立

★ゆざわジオパークは平成24年9月
に日本ジオパークに認定。

H25.12現在
世界ジオパーク：6箇所
日本ジオパーク：33箇所

おやすきょう

［小安峡温泉(大噴湯)］
資料：湯沢市
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片側通行となる
運搬排雪区間
L=1.7km

108
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108

上院内

院内

下院内

運搬排雪等の交通規制を回避

人家連担地域

役
内
川

冬期の新庄市～湯沢市間では降雪により243本が運休。
運行本数の約1割に相当。（H24.12～H25.3）

資料：JR東日本秋田支社

湯沢市

道路整備により冬期交通障害箇所を回避し、幹線道路として通年における機能確保に期待

◆ 湯沢雄勝地域は特別豪雪地帯であり、東北地方の直轄管理区間で月山エリアに次ぐ最大積雪深を記録する豪雪地帯
◆ 道路幅員が狭小であるため冬季の堆雪によるすれ違い困難や、運搬排雪・雪崩対策等による片側通行規制が余儀なくされる

３．事業の必要性に関する視点（４）

7

▼ 上院内地区の運搬排雪日数・規制時間 ▼ 写真 運搬排雪状況
平均５２日／年の通行規制が発生

（冬期間中、ほぼ１日おき程度の頻度で規制）
【地域の声】
・JRは冬期間止まっていることが多いので、車で移動しなけれ
ばならない。国道一本では不安です。 ［40代女性］
・冬期のツアーでは、新庄～湯沢間の列車が運休することが
多く、代替輸送の遅れにより観光客が大幅に遅れて到着、
旅程をキャンセルするなど弊害があった。［観光関連団体］

54 57 54
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・平均、冬期間の２日に１回は運搬排雪作業が発生
・１回の作業時間は、片側交互通行で約４時間を要する

▼ 国道１３号上院内地区における運搬排雪区間

資料：国土交通省

Ｒ13上院内
240cm

Ｒ112湯殿山
317cm

▼直轄国道沿線地域の
最大積雪深（H25）

資料：湯沢河川国道事務所

豪雪地帯
特別豪雪地帯

【凡 例】

Ｒ7矢立
141cm

Ｒ4奥中山
94cm

Ｒ49猪苗代
128cm

Ｒ46生保内
120cm

R48作並
150cm

R13栗子
178cm

Ｒ47鳴子
205cm
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新雄勝川橋（仮称）
L=60m

国道１３号 院内道路 Ｌ＝３．０ｋｍ

院内小沢橋（仮称）
L=30m

湯ノ沢高架橋（仮称）
L=179m

下院内トンネル（仮称）
L=1,100m

②トンネル照明見直し

①土質区分及び補助工法変更

上院内トンネル（仮称）
L=1,585m

②トンネル照明見直し

②橋梁形式見直し

●
②受電施設見直し

４．事業費増に係る概要説明（１）

8

院内道路の事業費増 （全体事業費 １１７億円 → １２８億円） １１億円増

項 目

工事費
トンネル施工に係わる変更

増工金額
（億円）

コスト縮減

＋１３

－２

主 な 内 容

①土質区分の変更及び補助工法の変更

②橋梁形式、受電施設、トンネル照明の見直し

合 計 ＋１１



(４)
■事業費増に至る経緯
○当初設計時：地表地質、ボーリング調査、弾性波探査等の調査結果を基に

岩質性状を予測
○H25年度 ：8月に掘削を開始。抗口部の崖錐層が想定よりも広く分布して

おり、掘削時に上部からの崩落及び掘削面の緩みが確認された
ことから、補助工法を変更
(フォアポーリング→鏡ボルト＋鏡吹付コンクリート＋長尺鋼管先受)
中間部は良好な岩質で、一部の軟岩も中硬岩区分で掘削

○H26年度：8月 掘削完了
土質区分及び補助工法の実績精査より事業費が確定

項 目 当初 実績 変動額

支
保
構
造

中硬岩
（ＣⅡ）

L=704m
(12.8億)

L=544m
(11.6億)

L=-160m
(-1.2億)

軟岩
（ＤⅠ）

L=224m
(5.3億)

L=254m
（8.1億）

L=+ 30m
(+2.8億)

崖錐層
(ＤⅢ)

L=160m
(5.1億)

L=290m
(11.8億)

L=+130m
(+6.7億)

補助工法 L=160m
(0.1億)

L=290m
(4.8億)

L=+130m
(+4.7億)

合 計 23.3億 36.3億 +13.0億

４．事業費増に係る説明（２） （土質区分の変更及び補助工法の変更 ＋１３億円）

【土質区分】
中：中硬岩
（ＣⅡ）

軟：軟岩
（ＤⅠ）

崖：崖錐層
（ＤⅢ）

中硬岩（ＣⅡ） 支保工図 軟岩（ＤⅠ） 支保工図

正面 側面

崖錐層（ＤⅢ） 支保工図 （補助工法変更）

9

至

新
庄

至

横
手

崖 軟 中 軟 崖当 初

崖 軟 中 軟 崖実 績

・礫層が薄く、土砂状の地山で範囲が広い
・上部及び掘削面からの崩落対策のため補助
工法を変更

・亀裂が斜め上部方向（起点側）
に伸びていることを確認

掘削方向

・発達した亀裂部が想定よりも範囲が広く、
軟岩に区分を変更

軟 中

・想定よりも岩質の状態が良く、中硬岩に区分を変更

：補助工法（工法変更）

：ボーリング調査
：補助工法（追加）

：補助工法（当初）
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下院内トンネル（仮称）

設備費（１箇所）：２．６億円

見直し計画

上院内トンネル（仮称）

電気室（１箇所に集約）

至
新
庄

至
横
手

13

下院内トンネル（仮称）

設備費（２箇所）：３．７億円

当初計画

上院内トンネル（仮称）

電気室（２箇所に配置）

至
新
庄

至
横
手

■橋梁形式の見直し
当初計画：河川・市道を横断する計画
H20年度：河川協議及び地質調査を踏

まえ比較検討を行い、河川
を橋梁、市道を函渠とする計
画に変更

H21-H25年度：施工

４．事業費増に係る説明（３） （コスト縮減 －２億円）

縮減額 ０．４億円

縮減額 １．１億円

橋長30m
（-15ｍ）

橋長45m

河川河川
函渠

市道 市道

橋梁：２．２億円 橋梁：１．６億円 函渠：０．２億円
計 １．８億円

見直し計画当初計画

■トンネル受配電施設の見直し
当初計画：ジェットファンの設置数等による

配電負荷から１トンネル１箇
所にて計画

H25年度：トンネル換気の技術基準改定
によりジェットファンが不要となっ
た事から、受配電施設を集約

縮減額 ０．５億円

高圧ナトリウム灯
（設置間隔が狭い。ランプ寿命18,000h）

ＬＥＤ照明灯
（設置間隔が広い。 ランプ寿命90,000h）

照明設置（２８３灯）：２．８億円 照明設置（１５６灯）：２．３億円10

■トンネル照明設備の見直し
当初計画：主流であった高圧ナトリウムラ

ンプで計画
H25年度：LED照明が普及しトンネルへ

の適用が可能となり比較を
行った結果、ランプ寿命及び
経済性からLED照明へ変更
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５．防災面の効果が大きい事業における評価の考え方（１）
◆ 国道１３号（院内道路の現道）には、防災点検要対策箇所が存在（１箇所）する外、落石危険斜面、急傾斜地崩落危険区
域、土石流危険区域等も存在

◆ 防災面の観点から事業の必要性、緊急性、技術的妥当性について防災技術検討会で検討を実施（Ｈ２５年９月６日）

平成22年度 第５回事業評価監視委員会（H23.3.9）
防災面の効果の大きい事業の考え方

事
業
評
価
対
象
事
業

渋
滞
対
策
や
防
災
対
策
等
様
々
な
目
的
を

有
す
る
事
業

・
津
波
浸
水
区
域
を
通
過

・
事
前
通
行
規
制
区
間
の
指
定

・
防
災
点
検
要
対
策
箇
所
が
存
在

通
行
止
め
の
場
合
に
大
幅
な
迂
回
が
必
要

※

防
災
技
術
検
討
会
に
て
議
論

防
災
面
の
効
果
が
特
に
大
き
い
事
業

■防災技術検討会（Ｈ２５．９．６） 検討結果

○「院内道路」は東北中央自動車道の一部として、災害発生時の広
域ネットワークのリダンダンシー確保、広域的な交流・連携の促進や
安定的な物流ルートの確保など信頼性の高い高規格道路ネットワ
ークを形成。

○また、国道１３号の信頼性・安全性を確保するため、「院内道路」
の必要性及び緊急性、技術的妥当性は高く、防災面の効果が大
きい事業。

●委員
折田 仁典（秋田高専名誉教授） ････道路計画
山野井 徹（山形大学名誉教授） ････地質
阿部 修 （雪氷防災研究センター研究参事）････雪崩

▼現地調査状況▼技術検討会開催状況防
災
上
の
課
題
は
な
い

現
道
に
お
い
て
防
災
上
の
課
題
が
存
在
す
る

Ｂ
／
Ｃ
を
算
出

No

Yes Yes

No

いづれかに
該当
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５．防災面の効果が大きい事業における評価の考え方（２）

▼院内道路並行現道における危険箇所

▼ 写真②：崩壊地の露岩

①

▼写真③ 落石が確認された露岩斜面

③

（2012.11.22撮影）

国道13号

至秋田

至山形

JR奥羽本線

②

▼ 写真①：国道１３号周辺の地形状況



６．事業の進捗状況

９．対応方針（原案）

７．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

８．地方公共団体等の意見
○橋梁形式、受電施設、トンネル照明の見直し

○秋田県知事の意見
国道１３号は本県と山形県内陸部を結ぶ唯一の幹線道路であり、「院内道路」は災害発生時の補完機能や冬期間の交通円滑化

等の観点から、重要な道路と位置づけています。
また、本県では、高速道路ネットワークの早期完成を県政の重点施策に位置づけ、未開通区間の整備促進に全力で取り組んでいると

ころであり、「院内道路」の整備については、東北中央自動車道の一部を構成し、県南地域を中心とする観光振興等の観点からも大きな
効果が期待できるものと考えていますので、引き続き、コスト縮減に努めながら早期の開通に向けて事業の促進をお願いします。
なお、高速道路は、全体がつながってこそ一層大きな効果が発現されることから、本道路と併せ、他の県内未開通区間の整備についても
取組の強化をお願いします。

また、以下の団体等から、院内道路の整備促進について要望あり
・秋田県、湯沢市長
・秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会
・新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会
・東北中央自動車道 新庄・湯沢間早期実現フォーラム （H26.7.15）

事業継続
（理由） 東北中央自動車道の一部として、災害発生時の広域ネットワークのリダンダンシー確保、広域的な交流・連携の促進や

安定的な物流ルートの確保など信頼性の高い高規格道路ネットワークを形成
また、国道１３号の防災面からも信頼性・安全性を確保するため、必要性が高い

○事業採択時より再評価実施までの周辺環境等の変化
・平成１９年８月 湯沢横手道路が全線開通（暫定２車）
・平成２０年３月 主寝坂道路が全線開通 （暫定２車）
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